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圏央道
狭山日高I.C

埼玉県

狭山市の概要

人口 １４８，４０７人
（令和６年１０月１日現在）

面積 ４８．９９平方キロメートル

共働き子育て
しやすい街

ランキング2022
埼玉県内第1位



人口は多いが、多様な施設が老朽化

狭山市全体・入曽地区の課題

＜ 狭山市の全体の課題 ＞

①

②

③

人口減少への対応 「若い世代を増やす」

コンパクトなまちづくり 公共施設の再編

＜入曽地区の課題＞

①

②

① 中学校跡地を活用し、交流センターを整備
② 残地を活用して、保育所、児童館を再整備

子育て支援の機能強化、職員が本来業務に集中できる環境作り、
維持管理の効率化・財政負担の平準化等を同時に解決する必要

アップデート

子育て世代に向けた機能のアップデート
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入曽地区の課題 ～入曽駅周辺整備～

まちびらき
令和７年３月予定



敷地面積 約３，０００㎡

分譲戸建て住宅を想定し、
令和６年度以降売却予定

若い

世代
向け
住宅
用地

令和２年度 開所
地域住民の学習・健康・

まちづくりなどの
交流・活動の場

入曽地域
交流センター

公共広場

いりそ次世代
支援センター

敷地面積 ２，０６０㎡

使用内容 保育所の運動会、
児童館のイベント、
災害時の一時集合場所

敷地面積 ５，５９６㎡
建物面積 約１，８９２㎡
構 成 保育所・児童館

子育てプレイス
建物構造 木造平屋

官民連携手法に
よる一体整備

令和６年１月開所

中学校跡地に保育所・児童館、
地域交流センター機能を集約



本市の保育所・子育て支援拠点の目指す姿

こども・子育て世代が
過ごせる場

既存の公立保育所



事業スキーム図

狭山市

役割 土地の所有者
施設の運営者

① 保育所（直営）
日常保育（定員１２０名）

一時預かり・子育て
相談、保健師による面
談・母子健康手帳交付

② 児童館（指定管理）
運営・イベント開催

③ 公共広場
運動会・イベント開催

入曽地区子育て支援拠点
施設等整備事業共同企業

連合体

代表企業
大和リース株式会社さいたま支店

構成企業
株式会社松下設計
株式会社協栄埼玉支店

役割 建物の所有者

① 設計・整備

② 維持管理
（清掃・機械警備・保守点検
・修繕・植栽管理等）

③ 定例会議運営

用地の賃借
事業用定期借地権

建物の賃借
定期建物賃貸借（10年）

基本協定

パートナーシップ



４

公
共
広
場

入曽地域交流
センター

保
育
所

共用

児童館

施設配置図
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狭山市いりそ次世代支援センター「I Palette」
基幹型保育所「地域の子育て支援の中心的な役割」

① 民間保育施設との連携
② 妊娠期から子育て期までの身近な相談窓口
③ 保育のセーフティネット（医療的ケア児や配慮が必要な児童の受け入れ）



４

木を感じられる工夫

食育窓で給食をより身近に

こども達も含めた開所式

親子で過ごせる図書室

いりそ次世代支援センター・公共広場



４

インクルーシブな遊具を
市内で初めて導入

アスレチック風な園庭

中高生向けバスケットコート

いりそ次世代支援センター・公共広場



４

公共広場 広がる使い方

軽トラ市

ミニスポーツフェスタ

入曽フェスタ
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事業実施による ４つの削減

効果１

公共施設の床面積
（中学校➡保育所・児童館の複合施設
リース方式の採用によるもの）

効果２

維持管理の負担
（維持管理を事業者が担うことにより、
現場職員による対応負担・リスク減）

効果３

単年度の財政負担
（民間事業者へ施設借上料を１０年間

にわたって支出）

効果４

官民連携手法に対する
職員の心理的ハードル



2024/10/31 14

事業実施による ４つの増加

効果１

児童館の利用者数
（対前年同期間比243％増）

令和5年1月～9月 11,944人
令和6年1月～9月 40,969人

効果２

地域と子育て世代・
こどもたちの交流機会

効果３

行政の負担軽減効果
（公共施設の床面積削減・

維持管理の効率化・財政負担の平準化）

効果４

現場のモチベーション

α
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数字で見る事業効果

床面積削減効果
減 少 増 加

中学校 5522㎡ 交流センター 1837㎡
公民館 1180㎡ 算入せず
保育所 923㎡ 支援センター 1892㎡

財政負担削減効果
リース料 13億9,972万円（R5～R14）
従来方式 14億2,888万円
民間事業者選定時点（令和3年6月）

削減面積は
5,787㎡
1.45％の削減

削減効果は
約2,916万円
2.5％の削減
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本市における官民連携手法の取組例

入間川にこにこテラス



入間川にこにこテラスＰＲポイント

全国初
河川敷地でのスターバックスコーヒー出店

キッチンカーなどの
イベント開催

大型複合遊具の設置
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ご清聴ありがとうございました。

狭山市


